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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・中里　鐵男様～東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

【転出】
・及川　信一様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Dユニット204号室
・梅内　とも子様～東病棟Bユニット3号室→西病棟Bユニット23号室

＜患者様連絡事項＞
・高村　昌孝様～小栁Drに右手背に皮膚の剥離、腱の露出がある事を報告している。主治医から家族・室岡整形に架電し、ステリーテープ等で傷を塞ぎアズノール+ガーゼ保護で経過を見る事となる。また、レントゲンの指示あり。

・工藤　孝雄様～昼食時に朝食後薬であるユリス・グーフィスを誤薬した事を主治医に報告している。経過観察の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中、多動であり他室侵入あり自制困難のため開放観察早めに終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。菓子が盗まれていると妄想発言聞かれるも粗暴さや易怒性はなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。弄便行為あり、スタッフ付き添いのもとシャワー浴実施。拒否抵抗なし。 脱衣行為あり着衣困難のため開放観察早めに終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
　　　　　
[bookmark: _GoBack]・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚目立たず静穏に過ごす。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr診察＞
・長根　瞳様～ロナセンテープを剥がす事があることを報告している。処方自体は変更ないが、次にテープを剥がした場合は経口薬に切り替える方針となる。

他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年5月22日　15:32　
　氏　　名：中里　鐡男（なかさと　てつお）様
　生年月日：昭和11年5月6日(90歳)
　病　　名：認知症、術後せん妄
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　もともとは妻と二人暮らし。妻の介護をして生活していたが、妻
　は現在施設入所し独居となった。
　　R7年7月頃より歩行時にふらつきがみられるようになり、それまで
　利用していた銭湯で入浴を断られてしまったため、介護保険申請し、
　デイサービスの利用を開始する。しかし、デイサービスの利用日を
　忘れることがあり、大里脳神経リハビリテーションクリニック受診
　し、軽度の認知症状があるものの特段問題ないと言われ、経過観察
　となっていた。転倒も繰り返すようになり、R8年3月に転倒後も痛み
　が改善せず、八戸赤十字病院に同月24日に救急搬送されている。同
　院整形外科にて左膝骨折の診断で同月31日に手術を施行。リハビリ
　にて軽介助による歩行可能となったものの、術後よりせん妄状態と
　なり、家族のことを考え落ち着かなくなったり、易怒性、徘徊、辻
　褄の合わない会話、オムツ外しや脱衣がみられていた。同院リエゾ
　ン介入で多少改善したもののまだ精神症状はみられている状態。
　　退院後自宅での生活は難しく、今後は施設入所の方針であるが、
　上記の精神症状により退院支援困難な状況にあり、症状改善、環境
　調整目的にて当院転入院予定となる。
　　上記経過により東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

